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今月の掲載記事
平成 27 年度決算報告
水道管破損防止対策をしましょう
コンビニ交付がさらに便利に
市外在住でも戸籍証明を取れます
CIVIC NEWS
まちのわだい

特集
地域の身近な相談員

「民生委員・児童委員」
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えびの市民生委員・児童委員協議会

上野 憲
けんしょう

昭　会長

　民生委員・児童委員は地域の福祉に大変重
要な役割を担っていると思っています。12
月 1 日に民生委員・児童委員の交代が行われ、
初めて民生委員・児童委員になった人がたく
さんいます。会長として、皆さんからの意見
を聞き、協力しながら 3 年間頑張っていきま
す。皆さんと一緒にえびの市民生委員・児童
委員協議会を盛り上げていきたいです。
　地域福祉の課題は地域によってさまざまで
す。自分が担当する地域の実情に合わせて活
動をすることが大切になります。課題解決を
図るために、高齢者や一人暮らしの人、介護
に悩んでいる人、障害のある人など弱い立場
にある人に目を向けることが重要なことだと
考えています。
　私たちは、緑色の服を着て活動しています。
見かけたら気軽に声をかけてください。どん
なささいなことでも構いません。悩んでいる
こと、困っていることなどがあったら地域の
身近な相談員である私たち民生委員・児童委
員に相談してください。関係機関と連携を取
り、悩み解決に向けてのお手伝いをさせても
らいます。

Interview

地域で困っている人のために

地域の身近な相談員「民生委員・児童委員」

地域の身近な相談員

「民生委員・児童委員」
地域の身近な相談員

「民生委員・児童委員」
相談を受ける田代地区の上野憲昭さん

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
呼
ば
れ
る
人
が
い
る
こ
と
を
皆
さ

ん
は
、
ご
存
じ
で
す
か
。

　
「
民
生
委
員
」
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
社
会
福
祉
の
増
進

の
た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生
活
や

福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法

に
よ
っ
て
「
児
童
委
員
」
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

各
中
学
校
校
区
に
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

事
項
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が

い
ま
す
。
こ
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
歴

史
は
古
く
、
平
成
29
年
度
に
は
創
設
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会
の
つ
な
が

り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今
日
、
地
域
で
は
、

子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る
人
や
、
高

齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
な
ど
が
孤
立
し
、
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
支

援
を
必
要
と
す
る
住
民
を
行
政
や
専
門
機
関

へ
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
要
件
は
、
住
民

の
人
で
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
り
、

福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
理

解
と
熱
意
が
あ
る
な
ど
で
す
。
委
員
の
身
分

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
身
分
】
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

え
び
の
市
長
が
担
当
区
域
を
定
め
る
無
報
酬

の
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

※
活
動
に
必
要
な
交
通
費
等
は
、
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
任
期
】
３
年
（
再
任
も
可
能
）

ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
？

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
（
事
務
局
：
社
会
福
祉
協
議
会
）」

に
所
属
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
福
祉

に
関
す
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
で
あ
る
皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で

相
談
に
の
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
福
祉
制
度
や

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

［
活
動
内
容
］

　

特
定
の
区
域
を
担
当
し
、
高
齢
者
・
障
害

が
あ
る
人
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、
子
育
て

な
ど
の
不
安
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・

支
援
を
実
施

［
主
な
活
動
］

　

担
当
区
域
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
い
る
世

帯
、
児
童
・
妊
産
婦
・
母
子
家
庭
な
ど
の
状

況
把
握
（
家
庭
訪
問
や
地
域
で
の
情
報
収
集

な
ど
）。
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
情
報
提
供
。
支
援
が
必
要
な
人
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
助
言
。
市
福
祉
事
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民生委員・児童委員は、高齢者や障害のある人などの相談を受けるなどの活動のほか、市内で行われるイベントなどに
ボランティアで参加しています。それらの活動の一部を紹介します。

地
域
福
祉
の
推
進
に
尽
力
し
ま
す

　

12
月
1
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
え

び
の
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
厚
生
労
働
大

臣
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達

式
で
は
、
57
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

4
人
の
主
任
児
童
委
員
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
村
岡
市
長
は
「
地
域
の
課
題
を

み
ん
な
で
連
携
し
て
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
不
安
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
も

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

［飯野地区］

［加久藤地区］

［真幸地区］

［主任児童委員］

　

ま
た
、
伝
達
式
に
先
立
っ
て
、
え
び
の
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員
退
任
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
退
任
し
た
の
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
26
人
、
主
任
児
童
委
員
4
人
で
す
。
退

任
式
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
お
よ
び

県
知
事
記
念
品
が
14
人
に
、
県
知
事
感
謝
状

が
16
人
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
者
を
代
表
し
て
上
谷
川
則
男
さ
ん

（
栗
下
）
は
「
私
た
ち
は
地
域
の
人
の
た
め

に
少
し
で
も
力
に
な
ろ
う
と
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
活
動
で
、多
く
の
人
と
出
会
い
、

担当区 氏名 担当区 氏名
堀浦 西道りえ 西上江 ･ 中上江 園田軍志
上大河平 髙木愛壽 上上江 松元勝子
下大河平 森髙まり子 上上江 竹本秋行
下大河平 新久保一夫 駅前 田中千鶴子
杉水流 ･ 五日市 篠原なみ子 駅前 大出水裕見子
東原田 上畠久男 上原田 伊地知興子
麓 柊山政雄 中原田 今村守
麓 濱田喜八郎 南原田 武田クミ子
町 ･ 片馬場 上原勝己 南原田 齊藤克子
町 古川慶一 田代 上野憲昭
前田 ･ 坂元 中山千賀子 出水 坊野典義
苧畑 ･ 高野 吹上葊美 末永 上園勝夫
大明司 ･ 山内 原田恵利子 白鳥 坪倉千鶴子
池島 ･ 今西 長尾幸子

担当区 氏名 担当区 氏名
松原 ･ 麓 山内勇 大溝原 ･ 灰塚 前田利民
前松原 迫勝文 永山 𠮷永政治
中島 岸田節子 湯田 本田敏光
中島 瀬戸山チリ 東川北 山之内陸子
西郷 美坂惠子 榎田 ･ 牧の原 榎園賢二
栗下 上野修一郎 東長江浦上・下 井園甚市
西長江浦上 ･ 下 出水一美 尾八重野 塩入裕雄

担当区 氏名 担当区 氏名
水流 佐々木壽德 京町 坂元英敏
南 ･ 北昌明寺 野田幸一 京町 田代重光
東 ･ 中内竪 福嶋康夫 上向江 ･ 下浦 亀園育子
西内竪 田中幸 中浦 末原和子
溝ノ口 ･ 北岡松 下原逸男 上浦 藤嶋浩三
南岡松 中村夏江 上島内 堀田保
柳水流 ･ 亀沢 境田弘子 下島内 今村富雄
京町 岡村輝美 西川北 海江田悟

担当区 氏名 担当区 氏名
飯野校区 渡部弘子 加久藤校区 佐藤以津子
上江校区 永田貴子 真幸校区 福重真諭美

担当区 氏名 担当区 氏名 担当区 氏名
堀浦 川野記代 前松原 佐藤以津子 西内竪 寺田悟
上大河平 木下幸夫 中島 髙野清葊 京町 鶴田律子
下大河平 畑田蓉子 西郷 松田輝久 上向江 ･ 下浦 深利茂男
東原田 伊地知みどり 栗下 上谷川則男 上浦 古城房子
麓 坂元眞 西長江浦上 ･ 下 栗下軍治 上島内 園田義保
町 山本みどり 大溝原 ･ 灰塚 前田寛道 下島内 色紙純義
前田 ･ 坂元 東脇順子 永山 秦エミ子 飯野校区 山内節子
大明司 ･ 山内 吉鶴純男 東川北 清藤茂樹 上江校区 山本ハヤ子
池島 ･ 今西 地主久榮 尾八重野 稲泉眞理子 加久藤校区 富田和美
白鳥 西幸一 東 ･ 中内竪 弓場岩男 真幸校区 上水順子

【退任された民生委員・児童委員および主任児童委員】（H28.11.30 付）（敬称略） 助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

問
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
5
3
）

【民生委員・児童委員】
（H28.12.1 ～ H31.11.30）3 年間（敬称略）

民生委員・児童委員はさまざまな活動をしています

10 月 12 日、真幸地区体育館で視覚障害者福祉会主催
のふれあい交流会が行われました。会場の設営や視覚
障害の体験をしました。

10 月 25 日、永山運動公園で高齢者クラブスポーツ
大会が行われました。大会運営のほか、担当地区の
応援などをしました。

○視覚障害者福祉会ふれあい交流会

○高齢者クラブスポーツ大会

11 月 19 日、田の神さあの里産業文化祭の田の神さあ
おどりに出場しました。踊りはもちろん、出場者紹介
の際には民生委員・児童委員の活動を PR しました。

定期的に児童・生徒の通学時間に合わせて、交差点
等で安全に道路の横断ができるように見守っていま
す。

○産業文化祭田の神おどり

○横断歩道で児童・生徒を見守り

地域の身近な相談員「民生委員・児童委員」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

務
所
等
の
関
係
行
政
機
関
へ
の
業
務
協
力　

な
ど

【
主
任
児
童
委
員
】

［
活
動
内
容
］

　

各
中
学
校
区
ご
と
で
地
域
の
児
童
福
祉
に

関
す
る
機
関
の
連
携
を
図
り
、
区
域
担
当
の

児
童
委
員
・
民
生
委
員
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

［
具
体
的
な
活
動
］

　

市
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
や
保
健
所
、

学
校
と
区
域
担
当
の
児
童
委
員
・
民
生
委
員

と
の
連
絡
調
整
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
に
関
し
て
の
相
談 　

な
ど

地
域
の
身
近
な
相
談
員

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
が
必

要
な
と
き
、
子
育
て
や
介
護
で
の
心
配
ご
と

や
不
安
と
い
っ
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き

は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
し

た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
に
つ
い
て
知
り
た
い
場
合
、
ま
た
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
市
福
祉
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
5
3
）



7  6広報 平成28年12月号

当
て
ら
れ
た
り
す
る
依
存
財
源
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　

歳
出
は
、
普
通
建
設
事
業
費
、

積
立
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
5
・
9
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
大
別
す
る

と
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

の
合
計
で
あ
る
義
務
的
経
費
、
普

通
建
設
事
業
費
・
災
害
復
旧
事
業

費
の
合
計
で
あ
る
投
資
的
経
費
、

物
件
費
・
繰
出
金
・
補
助
費
等
・

積
立
金
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

※（　）は前年度比

報 告
一般会計　歳出　総額 一般会計　歳入　総額

116 億 979 万 7 千円 120 億 1,531 万 3 千円

対前年度比 5.9% 増 対前年度比 5.6% 増

【地方交付税】地方公共団体が等しくその行うべき事務を遂行で

きるよう、一定の基準により国を通じて交付されるお金。

【国庫支出金】国から地方自治体に支出される補助金や委託金。

【地方債】市がさまざまな事業を行う時、長期にわたって借りる

お金。

【自主財源】市が自ら徴収または収納できる財源。市税、分担金

及び負担金、使用料及び手数料、財産収入など。

【依存財源】国や県により交付されたり、割り当てられたりする

財源。地方交付税、国庫・県支出金、地方譲与税、地方債など。

【義務的経費】歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削

減できない経費。人件費、扶助費、公債費。

【投資的経費】歳出のうち、その支出が建物、学校、道路など、

資産形成に向けられる経費。

【人件費】市職員給与、市議会議員・各種委員報酬など。

【扶助費】法令に基づき、被扶助者に支出される経費。児童手当、

医療扶助、教育扶助など。

【普通建設事業費】投資的経費のうち、道路、橋、学校、庁舎等

公共用または公用施設の新設増設等の建設事業に要する経費。

【地方財政状況調査】

◎議会費・・・1 億 5,712 万 7 千円（2.7％増）
　議会の活動に要する経費です。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の

決
算
状
況
は
、
歳
入
総
額

１
２
０
億
１
５
３
１
万
3
千
円
、

歳
出
総
額
１
１
６
億
９
７
９
万
7

千
円
で
、
差
し
引
き
4
億
５
５
１

万
6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、
地
方

消
費
税
交
付
金
な
ど
の
増
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
5
・
6
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
市
が
自
ら
徴
収
ま
た

は
収
納
で
き
る
自
主
財
源
と
、
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り

人件費
2,033,206 千円

（17.5％）

扶助費
2,217,528 千円

（19.1％）

公債費
772,114 千円

（6.7％）

物件費
1,629,993 千円

（14.0％）

補助費等
1,167,643 千円

（10.1％）

繰出金
1,278,474 千円

（11.0％）

その他 397,339 千円（3.4％）

積立金
764,142 千円

（6.6％）

橙色系：義務的経費　紫色：投資的経費　赤色系：その他の経費

地方税
1,891,164 千円

（15.7％）

諸収入 272,885 千円（2.3％）
繰入金 371,988 千円（3.1％）

地方債
819,668 千円

（6.8％）

繰越金 425,101 千円（3.5％）

その他 487,955 千円
（4.1％）

地方交付税
4,497,503 千円

（37.4％）

普通建設事業費等
1,349,358 千円

（11.6％）

国庫支出金
1,681,044 千円

（14.0％）

県支出金
954,084 千円

（8.0％）

緑色系：自主財源　青色系：依存財源

特別会計・企業会計決算、市民負担の状況、
財産の状況は【平成 27 年度決算書】から

◎総務費・・・23 億 1,622 万 4 千円（25.7％増）
　市有財産の維持管理、戸籍、統計、徴税、選挙、職員の人事な
　どに要する経費です。

◎民生費・・・39 億 4,676 万 4 千円（1.0％増）
　社会福祉（身体障害者・高齢者・児童に関する福祉）や生活保
　護などに要する経費です。

◎衛生費・・・8 億 6,808 万 9 千円（22.6％減）
　市民が健康で衛生的な生活環境を保持するためや、ごみの処理
　  などに要する経費です。

◎労働費・・・883 万円（79.6％減）
　雇用対策などに要する経費です。

◎農林水産業費・・・8 億 2,196 万 2 千円（1.4％増）
　農業委員会や、農業・畜産・林業の振興などに要する経費です。

◎土木費・・・9 億 3,597 万円（21.6％増）
　道路の新設や維持管理、市営住宅の維持管理などに要する経費
　です。

◎消防費・・・4 億 5,576 万 7 千円（22.1％増）
　消防や災害対策に要する経費です。

◎教育費・・・8 億 8,253 万 4 千円（11.0％増）
　小・中学校、教育委員会、社会教育や、市内体育施設の維持管
　理などに要する経費です。

◎災害復旧費・・・2,959 万 8 千円（27.3％減）
　災害によって生じた被害の復旧に要する経費です。

◎公債費・・・7 億 7,211 万 4 千円（3.7％減）
　市が借りているお金の返済に要する経費です。

◎商工費・・・4 億 1,481 万 8 千円（37.8％増）
　商工業の振興や、観光事業、企業誘致などに要する経費です。

平成 27 年度
区　分 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 4,210,429 4,035,948

後期高齢者医療特別会計 630,325 630,065

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,135,179 3,036,192

介護サービス事業勘定 20,547 20,018

水道事業
会計

収益的収支 331,591 332,426

資本的収支 212,354 331,959

病院事業
会計

収益的収支 772,304 855,926

資本的収支 5,207 7,377

【単位：千円】

【単位：千円】

【単位：千円】

【単位：千円】

国民健康保険のように、特定の人たちの相互扶助を目的とした事
業は、原則として、利益を受ける人たちが負担するお金で運営し
ます。そのため、一般会計とは別の「特別会計」となっています。

特別会計・企業会計決算

区　分 決算額 一人あたり 一世帯あたり

市民税（個人） 518,667 26 52

固定資産税 996,335 49 101

軽自動車税 67,029 3 7

市たばこ税 138,440 7 14

入湯税 4,373 0.2 0.4

住民基本台帳人口 20,329 人、9,907 世帯で算出。（平成 28 年 3 月
31 日現在）
※滞納繰越分を除きます。
※各税目は、納める対象者が決まっており、各個人の税負担額は
それぞれ違いますが、ここでの一人・一世帯あたりの金額は、単
純に決算額を人口・世帯数で割って算出しています。

市民負担の状況

区　分 面積・数量等

土　地 10,327,076.94㎡

建　物 136,565.47㎡

物　品 物品のうち公用車 129 台

◎公有財産、物品

◎債権、基金
区　分 26 年度末残高 増　減 27 年度末残高

有価証券 16,644 0 16,644

出資による権利 55,617 13,212 68,829

債権 445,358 △ 1,227 444,131

基金 7,386,455 486,586 7,873,041

区　分 26 年度末残高 増　減 27 年度末残高

一般会計 7,293,850 124,098 7,417,948

水道事業会計 1,207,287 54,967 1,262,254

病院事業会計 25,678 △ 2,458 23,220

一時借入金 － － －

財産の状況

市債の借入残高の状況

目的別の歳出の状況

用語の説明

決 算

地方譲与税等
613,921 千円

（5.1％）

※（　）は構成比

■問い合わせ先
　市財政課財政係
　☎ 35 ‐ 1111（内線 381）

平
成
27
年
度

一
般
会
計
の
決
算
状
況
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●身近なものに例えると・・・
平成 27 年度一般会計の決算を、皆さんにわかりやすくするため、年間の収支を 500 万円として、
家計に例えてみました。

収　入
給料

（地方税）
79 万円

パート収入
（使用料・手数料・財産収入など）

32 万円

貯金の取り崩し
（基金からの繰入金）

15 万円

前年度からの繰り越し
（繰越金）

18 万円

親からの援助
（地方交付税、国庫支出金など）

322 万円

銀行からの借入れ
（地方債）

34 万円

合計 500 万円

支　出
食費

（人件費）
85 万円

医療費
（扶助費）

92 万円

借金の返済
（公債費）

32 万円

家のリフォーム費用
（普通建設事業費など）

56 万円

光熱水費・日用品購入
（物件費）

68 万円

車や家電の修理代
（維持補修費）

10 万円

自治会費やサークル活動費
（補助費等）

49 万円

子どもへの仕送り
（繰出金）

53 万円

貯金
（積立金・投資および出資金など）

38 万円

合計 483 万円

次年度への繰越 17 万円

決 算 報 告
平 成 2 7 年 度

収入・支出の割合
収入と支出、それぞれを割合で表すと、下のようなグラフになりました。収入では、「親からの援助」に大きく頼っ
ていること、支出では医療費が最も多いことがわかります。

食費
（17.5％）

医療費
（19.1％）

借金の返済
（6.7％）

家のリフォーム費用
（11.6％）

光熱水費・日用品購入
（14.0％）

車や家電の修理代
（2.1％）

貯金
（7.9％）子どもへの仕送り

（11.0％）

自治会費やサークル活動費
（10.1％） 支出

給料
（15.7％）

パート収入（6.4％）

貯金の取り崩し（3.1％）

前年度からの繰り越し
（3.5％）親からの援助

（64.5％）

銀行からの借入れ
（6.8％）

収入

地方税や扶助費などの用語を給料や医療
費など身近なものに例えています。
この家計簿では、毎年 500 万円が必要な
のを、親からの援助（322 万円）や銀行
からの借り入れ（34 万円）などで補って
いることがわかります。

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な
る
と
、
水

道
管
が
凍
っ
て
破
損
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
平
成
24
年
2
月
、
平
成

28
年
1
月
の
寒
波
に
よ
り
、
多
く
の
凍
結
破
損
・

漏
水
が
発
生
し
、
長
時
間
に
わ
た
り
断
水
や
給

水
制
限
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し
た
場
合
は
、
皆

さ
ん
自
身
で
修
理
を
依
頼
し
て
、
費
用
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

水
道
管
の
凍
結
に
よ
る
破
損
防
止
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
水
道
管
・
水
道
メ
ー
タ
ー
を
保
温
す
る

　

屋
外
の
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇
口
に
保

温
材
や
布
、
タ
オ
ル
等
を
巻
い
て
保
温
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
保
温

材
を
詰
め
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。
保
温
材
は
古

い
タ
オ
ル
や
毛
布
な
ど
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
い
な
い
と
濡
れ
て
凍
っ
て
し
ま

い
、
メ
ー
タ
ー
を
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
抜
き
を
す
る

　

水
道
管
内
の
水
を
空
に
し
て
お
く
こ
と
は
凍

結
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
で
す
。
気
温
が
下
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
日
の
就
寝
前
な
ど
に
、

メ
ー
タ
ー
の
と
こ
ろ
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め

て
、
全
て
の
蛇
口
を
開
い
て
水
抜
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
、
水
の
使
用
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
抜
き
を
し
な
い
場
合
は
、
気
温
の

下
が
る
時
間
帯
に
、
糸
を
引
く
程
度
の
水
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
管
内
の
水
が
常
に
流
れ

る
状
態
に
し
て
お
け
ば
、
凍
結
を
防
ぐ
有
効
な

手
段
と
な
り
ま
す
。

■
万
一
に
備
え
る

○
飲
み
水
の
確
保

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
鍋
な
ど
に
く
み
置
き
し
て

飲
み
水
の
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
生
活
用
水
の
確
保

　

風
呂
の
浴
槽
や
バ
ケ
ツ
な
ど
に
く
み
置
き
を

し
て
生
活
用
水
の
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
寒
波
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
数
日
間
、
給
水

制
限
や
断
水
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

万
一
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
天
気
予
報
や
市
の
防
災
行
政
無
線
放

送
等
に
よ
る
事
前
の
寒
波
情
報
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
水
道
管
破
裂
防
止
対
策
を
行
っ
て
、

快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
課
で
は
、
凍
結
防
止
啓
発
の
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
し
た
。
ご
家
庭
の
目
に
付
く
場
所
に

貼
る
な
ど
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
水
道
課
工
務
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
９
２
）

水
道
管
破
損
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

屋外にある水道管や蛇口に保温材を巻くなどして保温する

水道メータ－ボックスの中に保温材を入れて保温する

【具体的な凍結破損防止策】
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M y  N u m b e r

市
外
在
住
で
も
戸
籍
証
明
を
取
れ
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
さ
ら
に
便
利
に

申
請
し
ま
せ
ん
か

通知カード

マイナンバー（個人番号）カード

①個人番号カード交付申請書に署
　名または記名・押印し、顔写真
　を貼り付けます。
②交付申請書の内容に間違いがな
　いか確認し、送付用封筒に入れ
　て、郵便ポストに投函します。

①デジタルカメラで顔写真を撮影
　し、パソコンに保存します。
②交付申請用の WEB サイト（マ
　イナンバー総合サイト）にアク
　セスします。画面にしたがって
　必要事項を入力し、顔写真を添
　付して送信します。

①スマートフォンのカメラで顔写
　真を撮影します。
②交付申請用の QR コードを読み
　込み、申請用の WEB サイトに
　アクセスします。画面にしたが
　って必要事項を入力し、顔写真
　を添付し送信します。

郵便・パソコン・スマホなどから無料で申請できます。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
、
本
人
確
認
の
際
の

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
確
定
申
告
で
き
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ⅹ

を
利
用
で
き
る
な
ど
大
変
便
利
で

す
。
平
成
29
年
７
月
か
ら
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
届
く
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
だ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
申
請
に
よ
り

顔
写
真
付
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
書
と
送
付
用
封
筒
は
、
昨
年

の
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
各
世

帯
に
届
け
ら
れ
た
通
知
カ
ー
ド
に

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郵
送
で
の
申
請
の
ほ
か
、
交
付

申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
や
申
請
書
Ｉ
Ｄ
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ

ソ
コ
ン
か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
通
知
カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
た
日
以
降
に
引
っ
越
し
を

行
っ
た
人
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同

封
さ
れ
た
交
付
申
請
書
で
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
引
っ
越

し
後
に
申
請
を
行
う
場
合
は
、
転

入
・
転
居
手
続
の
際
に
窓
口
で
受

け
取
っ
た
交
付
申
請
書
ま
た
は
手

書
き
交
付
申
請
書
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
手
書
き
交
付
申
請
書
の

場
合
は
、
郵
送
で
の
申
請
の
み
と

な
り
ま
す
。

　

交
付
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合

に
は
、
市
民
環
境
課
市
民
・
年
金

係
ま
た
は
飯
野
・
真
幸
両
出
張
所

（
手
書
き
交
付
申
請
書
の
み
）
で

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

交
付
申
請
を
し
て
か
ら
、
市
役

所
で
の
受
け
取
り
ま
で
に
は
１
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
確
定
申
告
を
お
考
え
の
場
合

に
は
、
申
告
期
限
に
間
に
合
う
よ

う
、
早
め
の
交
付
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
市
民
環
境
課
市
民
・
年
金
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
２
７
１
・

2
7
2
）

便
利
で
す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申請すると受け取
ることができます

郵便による申請
本籍地証明書交付
を利用できる人

えびの市に本籍のある人で、市外の市区町村に住民登録し、マイ
ナンバーカードに電子証明書の発行を受けている人

利用方法

コンビニのマルチコピー機または自宅等のインターネットに接続
されたパソコン（IC カードリーダー接続）から事前に利用登録が
必要です。利用登録の開始は 12 月 27 日（火）です（現時点で利
用登録できるコンビニは、セブン・イレブンのみです）。
利用登録申請審査完了後、全国のコンビニのマルチコピー機で戸
籍証明書の交付を受けられます。

取得できる証明書・
交付手数料

・戸籍（全部・個人）事項証明書 1 通 450 円
・戸籍の附票の写し 1 通 300 円

戸籍証明の
交付時間

午前 9 時～午後 5 時
※土日、祝日、年末年始、メンテナンス日を除く

コンビニで本籍地証明書交付サービスを受けるには

パソコンによる申請 スマートフォンによる申請

マイナンバーカードはどうしたらもらえるの？

※えびの市に住民登録のある人は、マイナンバーカードに電子証明書の発行を受けてい
れば、利用登録は必要ありません。えびの市がコンビニで交付している証明書は、住民票、
印鑑証明、戸籍事項証明、戸籍の附票の写し、所得課税証明です。戸籍以外の証明書の
交付時間は、午前 6 時 30 分～午後 11 時です。（年末年始、メンテナンス日を除く）

　

市
で
は
、12
月
27
日（
火
）か
ら
、

市
外
に
住
民
登
録
が
あ
っ
て
も
本

籍
地
が
え
び
の
市
に
あ
れ
ば
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
で「
戸
籍
証
明
書
」

を
取
得
で
き
る
「
本
籍
地
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
内
で
初
め
て
の
取
り

組
み
で
す
。

　

市
で
は
、
3
月
14
日
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
戸
籍

証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
え
び
の
市
に
本

籍
地
が
あ
っ
て
も
、
就
職
等
で
転

出
し
た
場
合
に
は
戸
籍
証
明
書

は
、
市
の
窓
口
や
郵
便
で
請
求
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
籍
地
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
事
前
の
利
用
登
録
申
請

（
１
回
の
み
）
が
必
要
で
す
。
利

用
登
録
申
請
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
ま
た
は
自
宅
等
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た

パ
ソ
コ
ン
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
接
続
）
か
ら
行
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
か
ら
の
申
請
は
、「
戸
籍

証
明
書
交
付
の
利
用
登
録
申
請
サ

イ
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

え
び
の
市
に
本
籍
地
と
住
民
登

録
が
あ
る
人
は
、
利
用
登
録
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
環
境
課
市
民
・
年
金
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
２
７
１
・

2
7
2
）

○コンビニ（現時点でセブン・イレブンのみ）
　のマルチコピー機またはパソコンから事
　前に利用登録申請をします（1 回のみ）。
　利用登録申請審査の完了には、　数日かか
　ります。

マイナンバーカードを利用した
本籍地証明書交付サービスの手順

■ 

取得できる証明書の種類は、
書、戸籍証明書、

○利用登録申請審査の完了を確認後、コン
　ビニのマルチコピー機で戸籍証明書の交
　付を受けることができます。利用登録後
　はどのコンビニでも交付を受けられます
　（一部を除く）。
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28
人
の
新
サ
ポ
ー
タ
ー
誕
生

第
７
期
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

11
月
16
日
、
高
齢
者
交
流
プ
ラ

ザ
で
、
第
7
期
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
閉
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
講
座
は
10
月
12
日

か
ら
始
ま
り
、
6
回
行
わ
れ
ま
し

た
。
6
回
中
4
回
以
上
受
講
し
た

人
が
、
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
に

認
定
さ
れ
ま
す
。

　

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

市
が
行
う
介
護
予
防
事
業
や
地
域

で
行
わ
れ
る
百
歳
体
操
の
手
伝
い

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
人
の
こ

と
で
す
。

　

同
閉
講
式
で
は
、
講
話
の
後
、

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
証
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
認
定
さ
れ

た
の
は
28
人
で
す
。

　

新
し
く
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た

尾お
が
た方

伸の
ぶ
こ子

さ
ん
（
80
歳
）
は
「
百

歳
体
操
の
参
加
者
の
状
況
に
合
わ

せ
て
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

自
分
の
健
康
の
た
め
に
も
楽
し
く

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
７
７
）認定証を受け取る新はつらつサポーター

市
民
の
目
線
で
評
価

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

　

市
で
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る

施
策
と
施
策
に
係
る
個
別
事
業
に

つ
い
て
、
市
民
目
線
で
の
評
価
を

加
え
検
討
す
る
外
部
評
価
を
11
月

12
日
、
市
役
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

評
価
員
は
、
市
内
の
事
業
所
な
ど

か
ら
推
薦
を
受
け
た
市
民
や
大
学

教
授
な
ど
6
人
で
す
。
こ
の
外
部

評
価
は
、「
効
率
的
・
効
果
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」「
市
民
へ
説

明
す
る
責
任
の
確
保
」
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

外
部
評
価
で
は
、「
市
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
資
源
循
環
型

社
会
の
推
進
」
の
2
施
策
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
資
源
循
環
型
社
会

の
推
進
に
つ
い
て
、
評
価
員
か
ら

「
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
、
市
民

の
意
識
向
上
の
た
め
に
、
周
知
方

法
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
外
部
評
価
の
結
果
は
、

今
後
、
施
策
・
事
業
の
改
善
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。
評
価
結
果
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
5
）事業内容の説明を受ける評価員

効
果
的
な
被
害
防
止
の
た
め

シ
カ
被
害
対
策
協
定
調
印
式

　

11
月
22
日
、
宮
崎
森
林
管
理
署

都
城
支
署
、
市
、
え
び
の
市
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
が
、
平
成
28
年

度
シ
カ
被
害
対
策
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
え
び
の
市
内
の
国
有

林
お
よ
び
周
辺
の
シ
カ
被
害
対
策

推
進
の
た
め
、
協
力
体
制
を
構
築

し
て
、
農
林
業
被
害
お
よ
び
生
態

系
被
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

協
定
で
は
、
え
び
の
市
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
へ
く
く
り
わ
な
の

貸
与
や
、
国
有
林
へ
の
入
林
手
続

き
を
簡
素
化
す
る
こ
と
な
ど
が
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
効
果
的

な
シ
カ
被
害
の
防
止
・
軽
減
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

調
印
式
で
、
村
岡
市
長
は
「
今

回
の
協
定
は
、
鳥
獣
対
策
に
対
し

て
た
い
へ
ん
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
生
か
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
9
）協定書に調印する櫛山隊長、村岡市長、山部都城支署長

　

市
で
は
、
11
月
5
日
・
6
日
に

大
阪
府
堺
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
、「
え
び
の
市
物
産
フ
ェ

ア
in
大
阪
」を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
え
び
の
市
の
物
産
品
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

フ
ェ
ア
で
は
、
え
び
の
市
産
の

新
米
、
新
鮮
な
野
菜
、
豚
や
鶏
の

加
工
品
や
焼
酎
な
ど
を
販
売
。
来

場
し
た
約
１
５
０
０
人
は
、
え
び

の
市
の
特
産
品
を
堪
能
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ア
中
に
は
、
特

産
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
先
着

6
０
０
人
に
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
３
０
０
ｇ
を
配
布
す
る
な
ど
、

多
く
の
人
に
え
び
の
市
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
え
び
の
市
の
風
景

写
真
の
展
示
や
ふ
る
さ
と
寄
附
金

な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も

行
い
ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
３
３
）

魅
力
あ
る
物
産
を
販
売

え
び
の
市
物
産
フ
ェ
ア
㏌
大
阪

会場はたくさんの来場者でにぎわいました

特産品などが当たる抽選会でえびの市を PR しました



15  1414広報 平成28年12月号

CIVIC NEWS
市政ニュース

で
周
り
も
幸
せ
に
す
る「
内
面
の

美
」を
磨
こ
う
と
呼
び
か
け
る
活

動
を
、「
コ
ス
プ
レ
美
魔
女
講
演

家　

キ
ャ
サ
リ
ン
」と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

講
演
の
中
で
相
良
氏
は「
お
金

が
か
か
ら
な
く
て
も
綺
麗
に
な
る

方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
一
番
お
金
が
か
か
ら

な
い
方
法
が『
笑
う
こ
と
』で
す
。

家
庭
で
も
積
極
的
に
笑
顔
で
過
ご

し
ま
し
ょ
う
」と
話
し
ま
し
た
。

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
４
８
３
）

笑
う
門
に
は
美
も
く
る
よ

平
成
28
年
度
え
び
の
市
家
庭
教
育
講
演
会

　

11
月
26
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
28
年
度
え
び
の
市
家
庭

教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
約
70
人
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
教
育
の
基
礎
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

講
師
に
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
相さ

が
ら良

照
代
氏
が

招
か
れ
、「
笑
う
門
に
は
美
も
く

る
よ
」の
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。

相
良
氏
は
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

だ
っ
た
経
験
を
基
に
、
笑
う
こ
と

みなほのコスプレをして講演をする相良氏

　

引
渡
式
で
え
び
の
市
消
防
団
の

原
田
芳
和
団
長
は
、「
地
域
防
災

の
要
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
第
2
分

団
第
1
部
の
米
澤
圭
太
部
長
は
、

「
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
活
動
に
励
み
ま
す
。
長

く
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
８
）

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

消
防
車
両
2
台
が
新
し
く

　

え
び
の
市
消
防
団
第
1
分
団
第

8
部（
田
代
・
出
水
）と
第
2
分
団

第
1
部（
松
原
・
前
松
原
・
麓（
加
））

の
消
防
車
両
2
台
が
更
新
さ
れ
、

11
月
29
日
に
市
役
所
本
庁
で
引
渡

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

車
両
の
更
新
は
、
市
の
単
独
予

算
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
新
さ
れ

た
消
防
車
両
は
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
で
、
導
入
費
用
は
、

１
２
４
８
万
４
８
０
０
円
で
す
。

　

市
で
は
、
消
防
団
の
消
防
車
両

を
古
い
も
の
か
ら
順
に
更
新
し
て

い
ま
す
。

更新された消防団の消防車両

ぜ
ひ
間
近
で
ご
覧
に
な
り
、
声
援

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
教
育
課
市
民
体
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
４
８
2
）

え
び
の
市
代
表
選
手
紹
介

第
7
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

平
成
29
年
1
月
9
日
に
宮
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
第
7
回
宮
崎
県
市

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
の
、
え

び
の
市
代
表
選
手
が
下
表
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。
補
欠
を
含
め

て
20
人
の
選
手
を
選
出
し
て
い
ま

す
。
12
月
中
に
行
う
練
習
会
の
結

果
等
で
、
大
会
当
日
に
走
る
12
人

の
選
手
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

え
び
の
市
の
看
板
を
背
負
っ
て

走
る
代
表
選
手
た
ち
の
勇
姿
を
、

区分 氏名 区分 氏名 区分 氏名

監督 三浦近男 小学生女子 横矢寧
の ど か

花 一般 谷川尚
な お と

努

コーチ 那須勇一郎 中学生 高島俊樹 一般 谷口詳

コーチ 吉國敬一 中学生 平
ひら

敬一朗 一般 野島靖徳

小学生男子 小林龍
りゅうや

弥 中学生 吉留玄
げんゆう

祐 40 歳～ 49 歳以下 室
むろはら

原寿
やすたか

尚

小学生男子 谷元逸
い つ き

暉 高校生 岩崎光
つ ば さ

翼 40 歳～ 49 歳以下 安井広美

小学生男子 山崎蓮 高校生 小川維織 50 歳以上 出石幸則

小学生女子 清水なぎさ 高校生 坂上天
て ん き

希 50 歳以上 三浦義朗

小学生女子 山下茉
ま ゆ こ

佑子 一般 作田智宏

【代表選手名簿】

　

カ
フ
ェ
で
は
、「
え
び
の
市
の

未
来
、本
当
の
え
び
の
市
の
未
来
」

に
つ
い
て
、
参
加
者
が
席
替
え
を

繰
り
返
し
な
が
ら
各
テ
ー
ブ
ル
で

対
話
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
対
話
を
通
し
て
、「
子
ど

も
に
誇
れ
る
ま
ち
」「
文
化
が
語
り

継
が
れ
る
と
い
い
な
」な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
２
2
）

対
話
を
通
し
て
未
来
を
語
る

え
び
の
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ

　

市
で
は
、
11
月
25
・
26
日
に「
え

び
の
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
」を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
５
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
と
市
職
員

が
対
話
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良

い
政
策
形
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

カ
フ
ェ
に
は
、
市
民
18
人
、
市

職
員
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
田
坂
逸い

つ
お朗
氏
が
招
か
れ
ま

し
た
。

カフェスタイルで対話する参加者

対話の後には参加者全員で意見を共有しました
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11
月
９
日
、
西
長
江
浦
の
荒
川

実
さ
ん（
84
歳
）が
鉢
植
え
の
ウ
ン

ベ（
ム
ベ
ア
ケ
ビ
科
ム
ベ
属
の
常

緑
つ
る
性
木
本
植
物
）を
市
役
所

２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
役
所
を
訪
れ
た
人

に
ウ
ン
ベ
を
見
て
も
ら
お
う
と
、

11
月
21
日
ま
で
展
示
し
て
い
た
も

の
で
す
。

　

荒
川
さ
ん
は「
こ
の
ウ
ン
ベ
は
、

10
年
程
育
て
た
も
の
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
季
節
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

市役所 2 階ロビーにウンベを展示

季節を感じてほしい

　

11
月
26
日
、
え
び
の
高
原
屋
外
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
で
、「
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
場
開
き
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
全

祈
願
祭
の
あ
と
、
訪
れ
た
約
１
５
０
人

の
来
場
者
は
、
さ
っ
そ
く
初
滑
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
平
成
29
年
3
月
5
日

初滑りを堪能
えびの高原屋外アイススケート場オープン

ま
で
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　

小
林
市
か
ら
訪
れ
た
小
学
生
は「
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
に
は
初
め
て
き
ま
し

た
。
す
ぐ
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
す
ご
く
楽
し
い
で
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。　

　

11
月
12
日
・
13
日
、
南
岡
松
自

治
公
民
館
で
、「
南
岡
松
め
ず
ら

し
も
ん
展
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
南
岡
松
め
ず
ら
し
も
ん

展
実
行
委
員
会
が
地
区
の
人
た
ち

の
自
慢
の
も
の
を
見
せ
合
っ
て
、

親
睦
を
深
め
、
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
同
展
に
は
、彫
刻
や
盆
栽
、

写
真
、
陶
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
小
東
事
務
局
長
は
「
将
来
的

に
は
真
幸
地
区
で
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

南岡松めずらしもん展

親睦を深めるために

　

11
月
28
日
、
飯
野
高
校
で
、「
共
に

考
え
、
共
に
進
も
う
～
今
日
（
い
ま
）

を
担
う
青
年
と
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

の
意
見
交
換
会
～
」
が
行
わ
れ
、
同
校

の
1
・
2
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
未
来
を
担
う
高
校
生
に
、
ふ
る

さ
と
へ
の
明
る
い
夢
や
希
望
を
抱
い
て

夢や希望について語り合う
青年会議所と飯野高校生などが意見交換

も
ら
お
う
と
、
え
び
の
青
年
会
議
所
の

主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
一
部
で
は
、「
夢
と
希
望
」
の
題

で
、
市
長
や
同
校
生
徒
な
ど
、
10
人
を

中
心
に
意
見
交
換
。
第
二
部
で
は
、「
え

び
の
市
の
未
来
」
の
題
で
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
、「
第
12
回
え
び
の

市
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
え

び
の
市
農
協
本
店
で
行
わ
れ
、
市

内
か
ら
約
２
3
０
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
農
業
関
係
者
な
ど

約
１
０
０
人
の
審
査
員
が
、外
観
、

香
り
、味
な
ど
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

の
部
は
上
原
康
雄
さ
ん
（
飯
野

麓
）、「
に
こ
ま
る
」
の
部
は
芝
原

政
治
さ
ん
（
田
代
）、
小
学
校
の

部
は
加
久
藤
小
学
校
、
団
体
の
部

は
大
溝
原
地
区
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

第 12 回えびの市米・食味コンクール

米の品質向上を目指す
プラモデルワークショップinえびの

プラモづくりの楽しさを体感
　

12
月
3
・
4
日
に
市
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、「
プ
ラ
モ
デ
ル

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
え
び
の
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
プ
ラ

モ
デ
ル
を
作
り
塗
装
す
る
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
企
画
し
た
も
の
で

す
。
講
師
に
は
、
福
岡
中
心
に
Ｃ

Ｍ
、
Ｔ
Ｖ
、
映
画
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
の
美
術
・
特
殊
造
形
で
知
ら

れ
て
い
る
土
井
眞
一
氏
が
招
か
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
は
、
完
成
し

た
プ
ラ
モ
デ
ル
を
見
て
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

し
ん
し
ん
と
凍
て
つ
く
冬
の
干
し
や
ぐ
ら

お
き
火
秘
か
に
霧
島
の
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
喜
代
子

　
冬
の
柔
ら
か
な
日
射
の
中
に
大
雪
、
冬
至
と
季
は
移
り
ゆ
く
。盆
地
の
風
物
詩
で
あ
る
大
根

の
干
し
や
ぐ
ら
の
下
で
赤
く
燃
え
る
炭
火
（
お
き
火
）
を
見
て
吾
が
里
の
厳
冬
を
感
じ
働
く
人

へ
の
思
い
を
馳
せ
る
。

　
も
の
靜
か
で
繊
細
な
感
覚
の
作
者
の
心
に
去
来
す
る
の
は
　
寂
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌集

落
の
大
門
松
や
意
気
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
伊
津
子

　
山
麓
線
の
と
あ
る
集
落
の
入
り
口
に
、
り
っ
ぱ
な
門
松
が
立
て
て
あ
り
ま
し
た
。

　
威
風
堂
堂
と
し
た
松
飾
り
に
、
地
区
民
の
心
意
気
を
強
く
感
じ
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩二

人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

石
井
高
子

君
が
い
る
か
ら
　
僕
が
い
る

君
が
笑
う
か
ら
　
僕
も
笑
え
る

君
が
幸
せ
だ
か
ら
　
僕
も
幸
せ

君
の
愛
が
　
僕
の
全
て

僕
の
希
望
は
　
君
だ
か
ら

君
が
海
で
あ
る
な
ら
ば
　
僕
は
小
船
で

ユ
ラ
ユ
ラ
ゆ
ら
れ
て
　
幸
せ
港
に
着
く
だ
ろ
う

君
が
輝
く
太
陽
な
ら
ば
　
僕
は
月
に
な
る
だ
ろ
う

君
が
豊
か
な
大
地
な
ら
　
僕
は
樹
に
な
る
だ
ろ
う

君
の
豊
か
さ
に
支
え
ら
れ

し
っ
か
り
根
付
き
　
大
き
く
大
き
く
な
る
だ
ろ
う

君
と
僕
　
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
　
不
均
衡

君
と
僕
　
僕
と
君
　
だ
か
ら
二
人

一
人
じ
ゃ
な
い
っ
て
　
素
晴
ら
し
い

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●�日時＝平成29年3月5日（日）午前8時30分〜
●�場所＝丸岡公園（横川町上ノ3201）
●�参加料＝一般2,500円、高校生以下1,000円
●�申込期間＝平成29年1月11日（水）～ 20日（金）
詳しくは、以下にお問い合わせください。

第16回山ヶ野ウォーキング大会

霧島市えびの

�えびの市商工会
　☎35-1544

�山ヶ野ウォーキング大会実行委員会事務局
　☎0995-64-6833

●�日時＝平成29年2月4日（土）、5日（日）
●�場所＝京町温泉駅周辺
●�内容＝南九州最大の買い物市を誇る京町二日市です。

［歩行者天国時間］2月4日：午前9時～午後6時
2月5日：午前9時～午後5時

京町二日市

本当にあったことだから、こんなに胸が震えるのです…。
生きていれば誰だって、迷ったり、落ち込むことがあり

ます。そんなとき、この本に収められた物語を思い出してく
ださい。あなたの進む道がみえてくるかもしれません。「息子
の夢」「真心をこめて」「我が家の『暴れん坊将軍』」「おばあちゃ
んのランドセル」など、日本全国から寄せられた21篇の感動の
物語。

99 のありがとう・風

谷口雅美／編著
（リンダパブリッシャーズ）

アニー・サリバンが21歳で初めて就いた仕事がヘレン
の家庭教師でした。

　2歳になる前に視力と聴力を失い、ものに名前があるこ
とすら知らなかったヘレン・ケラー。ヘレンがサリバン先
生と出会い、言葉を覚え、手紙が書けるようになるまでの
成長の過程がつづってあります。サリバン先生とヘレンの
奇跡の4カ月に心動かされる1冊です。

サリバン先生とヘレン

デボラ・ホプキンソン／文
（光村教育図書）

◎お知らせ

本の福袋
●日時＝平成29年1月5日（木）～
●内容＝スタッフおすすめの本3冊が入った福袋を貸し
出します。どんな本が入っているかはお楽しみです。福
袋を借りた人は、その場でくじ引き（空くじなし）にチャ
レンジできます。また、本を5冊以上借りた人は福引を
することができます。

土曜シネマ
●日時＝平成29年1月21日（土）午後1時30分～
●場所＝図書館学習室
●内容＝「人間になりたがった猫」
※変更になる場合があります。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「成田屋の食卓」　堀越 希実子 著　世界文化社
○「人間の煩悩」　佐藤 愛子 著　幻冬舎
○「よくわかる人工知能」　清水 亮 著　KADOKAWA
○「雪と氷の図鑑」　武田 康男 著　草思社
○「恋のゴンドラ」　東野 圭吾 著　実業之日本社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎1月のスケジュール
月間行事 年末年始休館日（12月28日～平成29年1月4日）

7 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

10 火 休館日

11 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

12 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

13 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

14 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

16 月 休館日

18 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15

19 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55

20 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

21 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

23 月 休館日

25 水 館内整理日

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

27 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

28 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

30 月 休館日

◎「最近入ったお勧め本」
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健
康
の
た
め
に
は
1
日
3
5
0
ｇ
の

野
菜
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

宮
崎
県
の
1
日
平
均
野
菜
摂
取
量
は
２

４
１
ｇ
で
、
約
１
０
０
ｇ
不
足
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
県
で
は
、
野
菜
を
積

極
的
に
食
べ
る
活
動
「
ベ
ジ
活
」
を
推

進
し
、
1
日
プ
ラ
ス
１
０
０
ｇ
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
に
は
、
体
の
調
子
を
整
え
る
ほ

か
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習

慣
病
や
が
ん
の
予
防
が
期
待
さ
れ
る
栄

養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。例

ン
C
、
葉
酸
が
必
要
で
す
。

　

野
菜
を
1
日
３
５
０
ｇ
と
る
た
め
に
、

1
食
1
か
ら
2
皿
を
目
安
に
3
食
し
っ

か
り
食
べ
る
こ
と
、
野
菜
か
ら
食
べ
る

こ
と
、
野
菜
を
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ

と
を
意
識
し
て
「
ベ
ジ
活
」
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
野
菜
は
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
で
早
く
満
腹
感
が
得
ら
れ
る
の
で

食
べ
過
ぎ
防
止
に
つ
な
が
り
、
野
菜
料

理
で
食
事
全
体
の
カ
ロ
リ
ー
も
抑
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
体
重
減
少
が
期
待
で

き
ま
す
。　

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

藤
嶋
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

「
ベ
ジ
活
」
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

え
ば
、
体
に
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩

分
）
を
排
泄
し
て
く
れ
る
カ
リ
ウ
ム

や
、
便
通
を
整
え
た
り
、
血
糖
値
の
上

昇
を
緩
や
か
に
し
た
り
、
糖
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
る
食
物
繊
維

が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

色
の
濃
い
野
菜
に
は
、
不
足
し
が
ち
な

カ
ル
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は
細
胞
で
で
き
て
い
ま

す
が
、
そ
の
細
胞
が
増
え
る
と
き
や
入

れ
替
わ
る
と
き
、
傷
ん
だ
細
胞
を
修
理

す
る
と
き
に
、
ビ
タ
ミ
ン
A
や
ビ
タ
ミ

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
に
お
い

て
、
避
難
所
の
運
営
に
女
性
の
視
点
に

立
っ
た
対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
い

う
教
訓
を
踏
ま
え
男
女
共
同
参
画
の
視

点
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
男
女
別
の
ニ
ー

ズ
を
き
め
細
や
か
に
把
握
す
る
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
い
て
、
男
女
が
共
同
し

て
災
害
復
興
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
常

日
頃
か
ら
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
生
活
し
、
男

女
が
と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

文
：
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

災
害
時
の
男
女
共
同
参
画

　

災
害
は
人
間
の
生
命
や
災
害
後
の
生

活
条
件
に
影
響
を
与
え
、
弱
い
人
々
に

負
の
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

つ
い
て
は
、
公
的
な
備
蓄
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
想

定
し
、
平
常
時
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。災
害
発

生
時
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
の
学
習

会
や
研
修
会
へ
参
加
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。　

　

も
し
、
災
害
が
起
こ
り
、
避
難
所
で

生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
限
ら
れ

た
空
間
で
多
く
の
人
々
が
集
団
生
活
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。被
災
者
同
士

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
安
全
・
安
心
が
守

ら
れ
る
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
一
番

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
内
外
で

の
作
業
等
を
み
ん
な
で
共
同
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
、
ひ
と
つ
の
活
動
や
作

業
が
男
性
ま
た
は
女
性
に
偏
ら
ず
、
男

女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
心
掛

け
、
み
ん
な
が
平
等
に
作
業
を
行
え
る

よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

飲酒運転は絶対に許さない

早めの予防接種を心掛ける

インフルエンザの流行は、例年 1 ～ 2 月が中心で、

子どもと高齢者で重症化しやすいとされてい

ます。インフルエンザに対する対処法の 1 つに、ワ

クチン接種があります。ワクチン接種は、インフル

エンザの予防に最も高い効果が認められている手法

です。ワクチンは、接種してから十分に効果が出る

までに 2 週間を要するといわれています。早めの接

種を心掛けましょう。

　また、予防の基本は手洗いとうがいをしっかり行

うことです。基本を守り、この冬を過ごしましょう。

こ れ か ら の 時 期 は 、忘 年 会 や 新 年 会 等 で 飲 酒
の 機 会 が 増 え て き ま す 。

　 飲 酒 運 転 は 犯 罪 で す 。二 日 酔 い 運 転 も 飲 酒 運
転 で す 。
　 え び の 警 察 署 で は 、飲 酒 運 転 に よ る 悲 惨 な 交
通 事 故 を 未 然 に 防 止 す る た め 、飲 酒 検 問 を は じ
め と し た 交 通 指 導 取 締 り を 強 化 し て 、悪 質 な 飲
酒 運 転 の 根 絶 に 努 め ま す 。
　 地 域 、職 場 、家 庭 等 に お け る「 飲 酒 運 転 を 絶 対
に 許 さ な い 」環 境 づ く り に ご 協 力 を お 願 い し ま
す 。
　 飲 酒 運 転 を「 さ せ な い 、許 さ な い 」社 会 を つ く
り ま し ょ う 。

11月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 12件
救 急 73件 年 計 741件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

11月の交通事故発生状況
人 身 12件 本年累計 93件
物 件 17件 本年累計 273件

　
埼
玉
か
ら
越
し
て
き
た
私
は
、
周
り

に
友
人
知
人
も
な
く
「
理
想
の
土
地
」

と
し
て
「
憧
れ
」
だ
け
で
「
え
び
の
市
」

に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。右
も
左
も
わ

か
ら
な
い
そ
ん
な
私
に
、
上
司
は
仕
事

が
し
や
す
く
な
る
環
境
を
整
え
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
他
の
課
の
人
た
ち
と
も
連

携
が
取
り
や
す
く
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
観
光
協
会
主
催
の
「
市
民

ガ
イ
ド
育
成
ツ
ア
ー
」（
え
び
の
市
の

豊
富
な
魅
力
を
再
発
見
し
、
そ
の
こ
と

を
口
コ
ミ
、
S
N
S
な
ど
か
ら
一
緒
に

広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
ツ

ア
ー
）
の
企
画
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

観
光
協
会
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
ブ
ロ

グ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
作
成
更
新
も

し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
打
ち
合
わ
せ
で
い
ろ

い
ろ
な
人
と
話
を
す
る
機
会
が
多
い
で

す
。え
び
の
市
の
皆
さ
ん
は
心
か
ら
こ

の
土
地
を
愛
し
、
伝
統
を
守
り
続
け
て

い
る
こ
と
、
そ
の
引
き
継
が
れ
て
い
る

も
の
が
光
り
輝
い
て
い
る
の
を
強
く
感

じ
ま
す
。そ
の
「
光
輝
く
」
土
地
や
、
伝

統
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
感
動
を
広
め
た
い
と
い
う

一
心
で
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
れ
も
み

な
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
あ
っ
て
こ
そ
活

動
が
で
き
ま
す
。

　

任
期
は
残
り
少
な
い
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
え
び
の
市
民
の
一
員
と
し
て
頑

張
り
ま
す
。お
に
ぎ
り
で
例
え
る
な
ら

え
び
の
が
お
い
し
い
「
ひ
の
ひ
か
り
」

で
そ
の
旨
味
を
引
き
立
た
せ
る
「
塩
」

の
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 

　
文
：
永
田 

和い
ず
み
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え
び
の
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
た
い

地域おこし協力隊の活動紹介

地域おこし活動
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ます。児童クラブに取りに行く際は、開設時間中に入会
を希望する児童クラブに行ってください。
　なお、申請期間を過ぎてからの申し込みは、市福祉事
務所での受け付けとなり、優先順位が期限内に申し込ま
れた人よりも後になりますのでご注意ください。

【開設場所】
校区 児童クラブ名

飯野小学校区 飯野小学校児童クラブ（体育館横教室）

上江小学校区 上江小学校児童クラブ（上江保育園内）

加久藤小学校区 加久藤小学校児童クラブ（加久藤乳児保育園内）

真幸小学校区
真幸小学校児童クラブ（京町中央幼稚園内※）

学童保育まさき（真幸認定こども園内）

※京町中央幼稚園は、平成29年4月から認定こども園へ
移行予定です。
　詳しくは、市福祉事務所子育て支援係までお問い合わ
せください。
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-1111（内線267）

新婚世帯の家賃を助成します

　市では、新婚世帯の市内への定住促進と民間賃貸住宅
の活用を図るため、市内の民間賃貸住宅に居住する新婚
世帯に対して、家賃の一部を助成します。

【補助対象者】
　申請する日が、婚姻日から1年以内で、次の要件すべ
てに該当する新婚世帯

【要件】
・夫婦のいずれか一方が民間賃貸住宅の所有者との間で
賃貸借契約を締結していること

・夫婦ともに市内の民間賃貸住宅の所在地に住民登録を
行い、現に居住していること

・市内に住宅を所有していないこと
・市税等の滞納がないこと
・他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
・過去にこの制度に基づく助成を受けたことがないこと
・家賃の滞納がないこと
・暴力団員でないこと

【助成金額】上限10,000円（月額）

※助成金額は、実質家賃負担額（家賃から住宅手当を除
いた額）の2分の1以内です。
※夫婦ともに市外からの転入の場合は、上限を月額
14,000円とします。
※夫婦いずれかが市外からの転入の場合は、上限を月額
12,000円とします。
※助成金は、交付を申請した月から当該年度の3月分ま
でを一括して交付します。

【助成期間】最長36月間
※交付を初めて申請した月からの期間です。

【申込方法】
　申請書に必要事項を記入のうえ、以下の必要書類を添
付して、市企画課定住対策係に提出してください。
※申請書は企画課で受け取るか、市ホームページ（http://
www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウンロードしてください。

【必要書類】
①戸籍謄本、②世帯全員の住民票、③市税等の滞納がな
いことを証する書類、④賃貸借契約書の写し、⑤住宅手
当支給証明書

【申込期限】随時受け付けます。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-1111（内線321）

えびの市消防出初式にお越しくださ
い

　市では、えびの市消防出初式を行います。
　出初式では、分列行進や通常点検、宮崎県知事表彰な
どの後に毎年恒例の放水演習が行われます。
　また、女性消防団員による豚汁の振る舞いを準備して
います。ぜひ、お越しください。

【開催日】平成29年1月8日（日）
【時間】午前8時50分～
【場所】川内川湯田橋下流右岸河川敷

※雨天時：えびの市民体育館
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1111（内線313）

医療関係者は届出をしてください

 今年度は、法律に定められた事項について2年に1度
の届出の年です。所定の届出票に記入して、住所地また
は従業地の保健所に提出してください。

【医師・歯科医師・薬剤師の人】
就労していない人も届出が必要です。

【保健師・助産師･看護師・准看護師・歯科衛生士・歯科技工
士の人】
就労している人のみ届出が必要です。
※届出票がない場合には、小林保健所にお問い合わせく
ださい。

【届出期間】平成29年1月4日（水）～ 1月16日（月）
問小林保健所
☎23-3118
問宮崎県医療薬務課
☎0985-26-7055

移住希望者にご紹介ください「Uター
ン住宅改修等定住促進支援金」

　市では、市外に居住していた市内出身者がＵターンを
目的として市内業者を利用して空き家の改修等を行う場
合に、その経費の一部を支援金として交付します。
　また、中学生以下の子どもを扶養している場合は、子
育て加算金を支給します。
　市外在住の親族・友人・知人でえびの市内へのＵターン
を希望している人がいる場合は、ぜひ、ご紹介ください。

【Ｕターンの定義】進学、就職等でえびの市外に居住して
いた市内出身者が、定住の意思を持って再び転入するこ
と。

【対象住宅】市内にある空き家でＵターン移住希望者が
所有権等を有し、Ｕターン後に居住する住宅

【補助対象者】次のいずれにも該当する人
・対象住宅の所有権等を有する人
・申請時点において、1年以上他の市区町村の住民基本台
帳に記録されている人

・支援金受領後、引き続き5年以上本市に定住することを
誓約する人

・居住地の自治会に加入する人

・世帯全員に市税等の滞納がない人
・対象住宅の改修に関し、市の他の制度による補助金の
交付を受けたことのない人

【補助対象事業】
・台所、風呂およびトイレ等の修繕
・内装、屋根および外壁等の改修
・家財道具等の運搬および廃棄
・屋内の清掃
・その他Ｕターン者が居住するために必要な住宅の改修
等

【補助金の額】
[住宅改修等支援金]事業費の2分の1に相当する額（上限
50万円）
[子育て加算金]扶養する中学生以下の子ども1人につき
10万円（上限20万円）
問市企画課 定住対策係
☎35-1111（内線321）

入会児童募集「放課後児童クラブ」

　市では、放課後児童クラブの新規入会児童を募集しま
す。

【対象児童】就労等で保護者が昼間家庭にいない小学1年
生から6年生までの児童

【開設時間・利用料金等】

開設時間

［平日・登校日］放課後～午後 6 時
［土曜・長期休業］午前 8 時 30 分～午後 6 時

※日曜、祝日、年末年始、お盆は休み
※平成 29 年度の開始日は 4 月 1 日になります

利用料金
利用料金 3,000 円（月額）、おやつ代等 2,000 円（月額）
傷害保険料 800 円（年額）

【申請方法】申請期間内に次の提出書類等を、入会を希望
する児童クラブ（開設時間中）に提出してください。

【申請期間】平成29年1月10日（火）～ 1月31日（火）
【提出書類等】①入会申請書、②就労状況申告書、③就労

証明書（父母ともに必要）、④就労以外の場合の証明書（医
師の診断書、在学証明書など）、⑤傷害保険料800円
※③、④は未就学児の保育所等の入所申し込みの際に、
市へ提出されている場合は必要ありません。
　提出書類は、各児童クラブまたは市福祉事務所にあり
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は つらつサポーターの記 事 は、有馬 惇
あつのり

礼 くん（ 真幸 中
学 校 2 年）が 職 場 体 験 で 取 材（ 写 真 撮 影 を 含 む）を

して書いたものです。（ 東 ）

家 庭 教 育 講 演 会 の 取 材 に 行 きました 。キャサリン さ
んが みなほのコスプレで 登 場してきた 時 は 衝 撃 で

した 。笑いあり涙 ありの 素 敵 な講 演会でした 。（ 久保 田 ）

人　口 19,146人（前月比-39人）

男性／ 9,034人（ -19人）　女性／ 10,112人（ -20人）

転入／ 29人　転出／ 47人
出生／ 14人　死亡／ 35人

世帯数 8,588世帯（ H27年国勢調査結果による）
（平成28年12月1日現在）

E
d
ito

r's

た。　　　　
　そこで、宮崎県および宮崎県内の市町村では平成29年
度分の住民税より、地方税法に基づき原則として、所得
税の源泉徴収を行うべき事業所を全て特別徴収制度対象
の事業所として指定し、住民税の特別徴収を徹底するこ
ととしました。
　なお、この際の個人に対する税額等の通知書の送付に
ついては、各自治体から事業所を通じて個人へ送付され
ることになりますので、そちらの通知書を基に、税額等
のご確認をお願いします。

特別徴収制度のメリット
○毎月の給与から天引きされるため納め忘れがありません。
○各個人が銀行等へ出向いて納付する手間を省くことがで
きます。
○普通徴収（個人納付）の場合は、年税額を 4 期で割りま
すが、給与特別徴収の場合は、年税額を月々（12 期）で割
るため 1 回あたりの負担額が少なくなります。

問  市税務課 市民税係
☎35-1111（内線213・216）

看護師・准看護師（嘱託職員）募集

　市では、看護師・准看護師の嘱託職員を募集しています。
【募集人員】若干名
【報酬】日勤　看護師8,500円（日額）

日勤　准看護師8,000円（日額）
【必要資格】看護師・准看護師のいずれかの有資格者
【業務内容】病棟看護、外来看護等　

※詳細については面接により説明します。
【勤務時間】午前8時30分～午後3時30分（6時間勤務）

シフト制により変更あり
【雇用期間】平成29年1月1日～ 3月31日まで

【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込方法】市様式の履歴書に必要事項を記入のうえ、

えびの市立病院に提出してください。
【申込期限】必要人員に達するまで随時
【選考方法】書類選考と面接

申・問市立病院 経営管理係
☎33-1023

参加しませんか「剣道体験教室」

　えびの市青少年育成剣友会では、生涯スポーツ振興の
一環として、剣道体験教室を開催します。剣道連盟えび
の支部の指導者が、基本から親切に指導します。剣道の
楽しさ・礼儀作法を、ぜひ、体験してみませんか。初心者
の人も、経験者で再度始めたい人も、ふるってご参加く
ださい。

【開催日】平成29年1月21日（土）
【時間】午後2時～（90分程度）　受付：午後1時30分～
【場所】飯野駅前地区体育館
【募集人数】制限無し
【募集対象】5歳以上
【参加費】無料
【指導者】剣道連盟えびの支部指導部
【用具等】運動のできる服装を各自準備してください。竹

刀・防具は主催者側で準備します。※経験者の人で防具
を持っている人はお持ちください。

【申込方法】えびの市青少年育成剣友会事務局に電話で
お申し込みください。

【申込期限】平成29年1月20日（金）
【問合せ先】えびの市青少年育成剣友会事務局

申・問えびの市青少年育成剣友会 事務局
☎090-3191-7104

◎ 今月の 表 紙
　 12 月3 日に 飯 野 高 校 で 行 わ れ た 門

松 づくり。門 松 の 高 さ は 約 4 m にも な
ります。

所得税、市県民税・国民健康保険税
の申告の準備はお早めに

　平成29年度（平成28年分）の所得税、市県民税・国民健
康保険税の申告に向けて、早めに準備を済ませましょう。
○農業を営んでいる人へ

【収入・経費の分類整理】
　出荷伝票等については、作物ごとに分類整理して保管し
ましょう。作物の生産から出荷に係る領収書等についても
肥料代、農薬代、飼料代、種苗代、燃料代等、それぞれの
経費ごとに分類整理して保管しましょう。また、収穫した作
物（特に水稲）は、自家消費や贈答用も収入として扱われ
ます。数量を必ず把握しましょう。
※農業の収支内訳書に記入し、申告時に提出すると申告相
談をスムーズに行うことができます。収支内訳書の用紙は、
1月下旬全戸配布予定の「税の申告のお知らせ」に同封しま
す。

【牛を出荷した場合】
　出荷した牛による収入やそれに要した手数料等を把握す
る必要があります。「売却証明書」と「セリ売証」については

「二枚一組」のまま保管しましょう。
※添付または提示がない場合は、免税の適用を受けられ
ません。
○確定申告をする人へ

【社会保険料控除】
　国民年金保険料等に係る社会保険料控除を受けるには、
支払った保険料等の金額を証する書類が必要です。年金保
険者等が発行する「控除証明書」を大切に保管しましょう。

【生命保険料控除・地震保険料控除】
　生命保険、介護医療保険、個人年金に係る生命保険料
控除を受けるには、「生命保険料控除証明書」が必要です。
また、地震保険料控除を受ける場合にも「地震保険料控除
証明書」が必要です。大切に保管しましょう。

■マイナンバーの取り扱いについて
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、
平成28年分の確定申告書等にはマイナンバー（個人番号）
の記載が必要となります。申告相談の際には下の通り取り
扱います。

【市の申告相談会場で確定申告をする場合】
　マイナンバーカード（両面）の写しもしくは通知カードま
たは番号付住民票および免許証・社会保険証等の写しが必
要です。
　確定申告書におけるマイナンバーの本人確認等は、税務
署が行いますので、必ずご自身で写しをとり、ご持参くださ
い。なお、身分証明書について、免許証等の顔写真がある
ものは1種類で結構ですが、保険証等の顔写真がないもの
は2種類必要です。

【市の申告、または税務署で申告をする場合】
　申告書に個人番号を記載する必要がありますので、マイ
ナンバーカードもしくは通知カードまたは番号付住民票お
よび免許証・社会保険証等をご持参ください。
　マイナンバーカードをお持ちでない場合の身分証明書（免
許証等）の取り扱いについては、市の申告相談で確定申告
を行う場合と同様です。
問市税務課 市民税係
☎35-1111（内線213・216）

住民税の給与特別徴収一斉指定を
開始します

　平成29年度から、住民税（市県民税）の給与特別徴収
制度が徹底されます。住民税の給与特別徴収制度とは、
住民税が月々支払われる給与から天引きされ、各個人の
代わりに事業所が自治体に納入する制度です。
　現在までも本制度は、事業所の協力により行われてい
ましたが、その運用は事業所によりばらつきがありまし

今月の納税

固定資産税 第3期
国民健康保険税 第6期
後期高齢者医療保険料 第6期
介護保険料 第5期
12月26日（月）までに納めましょう。
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写真：枝に突き刺さっているバッタ（撮影：平成25年12月15日）

はっきりと分かっていないモズの不思議な習性

モズのはやにえ モズは捕えた獲物を木の枝等に突き刺したり、木の枝股
に挟む行為を行う。何のために行われるかは、よく分かっ
ていない。
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